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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

堆肥を連用すると、土壌中の交換性カリ含量が高まることでダイズ子実の放射性セシウム濃度が低下することか

ら、放射性セシウム吸収抑制対策として有効である。

(1) ２年目の土壌中の交換性カリ含量は、大豆化成を連用すると減少したが、堆肥2t/10aを連用すると同等であり、

堆肥3t/10aを連用すると増加する傾向が見られた（図１）。

(2) ２年目の子実の放射性セシウム濃度は、大豆化成を連用すると初年目に対して33％の減少であったが、堆肥2t/

10a連用区、3t/10a連用区ではそれぞれ約70％減少した（図2）。

２ 期待される効果

(1) 放射性セシウム吸収に対する堆肥の投入効果を示すことができる。

３ 活用上の留意点

(1) 今回試験を行った土壌は灰色低地土であり、供試した堆肥は市販の牛糞バーク堆肥（N:P2O5:K2O=1.3:1.8:2.5）で

ある。



Ⅱ 具体的データ等

図１ 栽培後土壌の交換性カリ含量

図2 ダイズ子実のセシウム137濃度

注 子実の放射性セシウム濃度は水分15％に補正した
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